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(57)【要約】
【課題】患者と遺体の取り違えにより患者に対して遺体
用の撮影条件が設定されることを防止する医用画像撮影
装置を提供する。
【解決手段】本実施形態に係る医用画像撮影装置は、被
検体の撮影を行う撮影部と、前記被検体が遺体であるか
否かを判定する判定部と、前記判定の結果に基づいて、
前記被検体が遺体と判定された場合は、前記撮影に用い
る撮影条件を遺体用撮影条件に設定することを許可する
一方、前記被検体が遺体ではないと判定された場合は、
前記撮影に用いる撮影条件を生体用撮影条件のみに設定
することを許可する撮影条件設定部と、を備える。
【選択図】　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被検体の撮影を行う撮影部と、
　前記被検体が遺体であるか否かを判定する判定部と、
　前記判定の結果に基づいて、前記被検体が遺体と判定された場合は、前記撮影に用いる
撮影条件を遺体用撮影条件に設定することを許可する一方、前記被検体が遺体ではないと
判定された場合は、前記撮影条件を生体用撮影条件のみに設定することを許可する撮影条
件設定部と、
　を備える医用画像撮影装置。
【請求項２】
　被検体の撮影を行う撮影部と、
　前記撮影の撮影条件を設定する撮影条件設定部と、
　前記被検体が遺体であるか否かを判定する判定部と、
　前記判定の結果に基づいて、前記被検体が遺体と判定された場合は、前記撮影条件を設
定する際の設定条件を遺体用設定条件に変更することを許可する一方、前記被検体が遺体
ではないと判定された場合は、前記設定条件を生体用設定条件のみに変更することを許可
する設定条件変更部と、
　を備える医用画像撮影装置。
【請求項３】
　前記撮影条件は、
　管電圧、管電流、照射時間、及び管電流照射時間積の少なくとも１つが含まれる
　請求項１または２に記載の医用画像撮影装置。
【請求項４】
　前記遺体用撮影条件は、
　前記撮影条件として設定される値が、前記生体用撮影条件で設定される値よりも被検体
に与える影響が大きい値に設定される
　請求項１に記載の医用画像撮影装置。
【請求項５】
　前記設定条件変更部は、
　前記設定条件を前記遺体用設定条件に設定した場合、遺体用撮影条件の設定範囲は、前
記生体用設定条件で設定される設定範囲よりも被曝の影響の高い範囲を受け付ける一方、
前記設定条件を前記生体用設定条件に設定した場合、前記生体用撮影条件の設定範囲は、
前記遺体用設定条件の設定範囲で設定される前記遺体撮影条件の値を受け付けない
　請求項２に記載の医用画像撮影装置。
【請求項６】
　前記設定条件変更部は、
　前記設定条件を前記遺体用設定条件に設定した際、前記生体用設定条件とは異なる撮影
条件である旨を警告報知する
　請求項２に記載の医用画像撮影装置。
【請求項７】
　前記被検体にＲＦＩＤまたはバーコードが付され、
　前記判定部は、
　前記ＲＦＩＤまたは前記バーコードを読み取ることにより、前記被検体が遺体であるか
否かを判定する
　請求項１から６のいずれか１項に記載の医用画像撮影装置。
【請求項８】
　前記被検体は汚染防護シートや遺体収納袋に収納され、
　前記判定部は、
　前記汚染防護シートの色を読み取ることにより、前記被検体が遺体であるか否かを判定
する
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　請求項１から７のいずれか１項に記載の医用画像撮影装置。
【請求項９】
　前記判定部は、
　前記被検体が遺体であるか否かの判定を、前記被検体を撮影した透視画像又は複数の静
止画像に基づく、前記被検体の肺または心臓の動きの有無によって判定する
　請求項１から８のいずれか１項に記載の医用画像撮影装置。
【請求項１０】
　前記判定部は、
　前記被検体が遺体であるか否かの判定を、二酸化炭素濃度の変化量に基づき判定する
　請求項１から９のいずれ１項に記載の医用画像撮影装置。
【請求項１１】
　前記判定部は、
　前記被検体が遺体であるか否かの判定を、心音又は呼吸音に基づき判定する
　請求項１から１０のいずれか１項に記載の医用画像撮影装置。
【請求項１２】
　前記撮影条件設定部は、
　前記設定条件を前記遺体用設定条件に設定した場合は、前記生体用設定条件を設定する
操作画面とは異なる操作画面により、遺体用撮影条件の設定を受け付ける
　請求項２に記載の医用画像撮影装置。
【請求項１３】
　前記遺体を撮影した撮影画像を外部の医用画像処理装置に送信し、
　前記撮影画像に関連付けられた遺体用電子カルテを生成させる
　請求項１から１２のいずれか１項に記載の医用画像撮影装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明の実施形態は、医用画像撮影装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、死亡した人の死因を究明する手段として、Ａｉ（Autopsy imaging：死亡時画像
診断）を用いた解明手法が導入されている。ここで、Ａｉとは、Ｘ線ＣＴ(Computed Tomo
graphy：コンピュータ断層撮影)装置やＭＲＩ（Magnetic Resonance Imaging：磁気共鳴
イメージング）装置などにより撮影された死後の画像を用いて、生前に生じた病変や創傷
などの異常を診断し、遺体の死因を解明することをいう。
【０００３】
　例えば、死亡時画像診断としてＸ線ＣＴ装置やＭＲＩ装置を用いて遺体を撮影する場合
は、自己融解による臓器間コントラストの低下や、遺体の胸の前で上肢が組まれた状態で
の撮影によるアーチファクト（偽像）が生じやすい。そのため、通常の患者を撮影する撮
影条件とは異なる撮影条件により遺体を撮影することが必要となる。
【０００４】
　例えば、臓器間コントラストの低下を回避してＸ線ＣＴ装置で遺体を撮影するためには
、患者を撮影する通常の線量よりも高い線量で撮影することが望ましく、例えば、通常の
線量の約１．５倍から約２倍の線量で、撮影することが好適であるとする報告もある。
【０００５】
　これに関連し、死因を解明するために遺体の画像データを取得し、遺体の部位毎の異常
陰影を検出するアルゴリズムを用いてその画像データを解析することにより、異常陰影を
検出する医用画像処理装置が開示されている（特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
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【特許文献１】特開２０１２－９０９２３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　ところで、「警察等が取り扱う死体の死因又は身元の調査等に関する法律」が施行され
たことにより、法医学教室等のない一般の医療機関でも、通常の診療時間中に警察署から
遺体の撮影依頼が来ることが想定される。
【０００８】
　そのため、一般の医療機関において診断画像を撮影する場合は、被検体が生きた患者（
以下、単に患者と表記する。）の場合と遺体の場合とが存在し、場合によっては、患者と
遺体とを交互に撮影する事態が生じ得る。
【０００９】
　そこで、患者と遺体の取り違えにより患者に対して遺体用の撮影条件が設定されること
を防止する医用画像撮影装置が望まれている。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本実施形態に係る医用画像撮影装置は、被検体の撮影を行う撮影部と、前記被検体が遺
体であるか否かを判定する判定部と、前記判定の結果に基づいて、前記被検体が遺体と判
定された場合は、前記撮影に用いる撮影条件を遺体用撮影条件に設定することを許可する
一方、前記被検体が遺体ではないと判定された場合は、前記撮影条件を生体用撮影条件の
みに設定することを許可する撮影条件設定部と、を備える。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】本実施形態に係る医用画像撮影装置を備える撮影条件選択システムの概略の構成
の一例を示した概略構成図。
【図２】撮影条件選択システムの全体的な概略動作を示したシーケンス図。
【図３】本実施形態に係る医用画像撮影装置が、被検体の撮影条件を自動的に設定し、被
検体を撮影する撮影条件自動判定処理を示したフローチャート。
【図４】本実施形態に係る医用画像撮影装置の処理回路が、条件設定機能により、撮影条
件を遺体用撮影条件に設定する場合と、撮影条件を生体用撮影条件に設定する場合のそれ
ぞれの状態を例示した説明図。
【図５】本実施形態に係る医用画像撮影装置の処理回路が、遺体か生体かによって、遺体
用設定条件と生体用設定条件のそれぞれの設定可能な範囲を例示した説明図。
【図６】本実施形態に係る医用画像撮影装置のディスプレイに表示される、遺体用撮影条
件を設定する際のコンソール画面。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　本実施形態に係る医用画像撮影装置は、被検体の撮影を行う撮影部と、被検体が遺体で
あるか否かを判定する判定部と、判定の結果に基づいて、被検体が遺体と判定された場合
は、撮影に用いる撮影条件を遺体用撮影条件に設定することを許可する（受け付ける）一
方、被検体が遺体ではないと判定された場合は、撮影に用いる撮影条件を生体用撮影条件
のみに設定することを許可する（受け付ける）撮影条件設定部と、を備える。
【００１３】
　また、本実施形態に係る医用画像撮影装置は、被検体の撮影を行う撮影部と、撮影の撮
影条件を設定する撮影条件設定部と、被検体が遺体であるか否かを判定する判定部と、判
定の結果に基づいて、被検体が遺体と判定された場合は、撮影条件を設定する際の設定条
件を遺体用設定条件に設定することを許可する（受け付ける）一方、被検体が遺体ではな
いと判定された場合は、撮影条件を設定する際の設定条件を生体用設定条件のみに設定す
ることを許可する（受け付ける）設定条件変更部と、を備える。
【００１４】
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　例えば、設定条件変更部は、被検体が遺体であると判定された場合であって、撮影条件
が既に生体用設定条件に設定されていることが検出された場合は、遺体用設定条件に設定
し直すことを医師や診療放射線技師等に促す。一方、被検体が遺体ではないと判定された
場合であって、撮影条件が既に遺体用設定条件に設定されていることが検出された場合は
、操作ボタンのロック等による手段で遺体用設定条件での撮影を禁止するとともに、生体
用設定条件で設定し直すことを医師や診療放射線技師等に促す。
【００１５】
　なお、設定条件変更部は、自動的に設定条件を切り替えるものであってもよい。
【００１６】
　本実施形態に係る医用画像撮影装置では、マーカーによって撮影対象（被検体）が遺体
であるのか、または生体であるのかを判定する。ここで、マーカーとは、撮影対象が遺体
であるのか生体であるのかを判定するための「物」又は「生体情報」のことである。
【００１７】
　「物」としてのマーカーは、遺体に直接的に又は間接的に取り付けられる物であり、例
えば、バーコードやＲＦ（Radio Frequency）タグ等や、または、それらを保持する遺体
ＩＤカード等である。一方、「生体情報」としてのマーカーは、例えば、被検体の透視画
像、呼気（二酸化炭素濃度）、心音等である。
【００１８】
　マーカーによって被検体が遺体と判定された場合には、医師や診療放射線技師等は、医
用画像撮影装置の撮影条件を遺体用撮影条件に設定する。医用画像診断装置は、設定され
た通りの遺体用撮影条件で遺体を撮影する。遺体用撮影条件は、例えば、線量の値が生体
を撮影するときよりも高い値に設定されている。すなわち、医用画像撮影装置は、線量の
値が高い値に設定された状態で、遺体を撮影する。
【００１９】
　一方、マーカーにより被検体が遺体ではないと判定された場合、すなわち、生体と判定
された場合は、医師や診療放射線技師等が撮影条件を遺体用撮影条件の設定をすることを
禁止する。これにより、医用画像撮影装置は、生体用撮影条件の設定のみを受け付けて、
設定された生体用撮影条件で生体を撮影する。
【００２０】
　遺体用撮影条件は、撮影条件として設定される値が遺体を撮影する際の値で設定されて
おり、生体用撮影条件で設定される値とは異なる値で設定されている。一般的に、遺体用
撮影条件は、生体用撮影条件で設定される値よりも被検体に与える影響が大きい値が設定
されている。撮影条件には、例えば、線量、管電圧、管電流、照射時間、管電流照射時間
積の少なくともいずれかの値が含まれる。
【００２１】
　なお、以下では、マーカーが「物」である場合の医用画像撮影装置を第１の実施形態と
して説明し、また、マーカーが「生体情報」である場合の医用画像撮影装置を第２の実施
形態として説明する。
【００２２】
（第１の実施形態）
　以下、本実施形態に係る医用画像撮影装置１００を備える撮影条件選択システム７００
について、添付図面を参照して説明する。
【００２３】
　図１は、本実施形態に係る医用画像撮影装置１００を備える撮影条件選択システム７０
０の概略の構成の一例を示した概略構成図である。
【００２４】
　図１に示すように、撮影条件選択システム７００は、医用画像撮影装置１００、マーカ
ー検出器２００、マーカー２５０、ＩＤ（Identification）発行装置３００、警察端末４
００、ワークステーション５００及びネットワーク６００等を備えて構成されている。
【００２５】
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　本実施形態に係る医用画像撮影装置１００は、撮影機能を有するモダリティにより構成
されている。モダリティは、被検体を撮影するための装置（撮影装置）を分類するときに
使用される医用システム名である。例えば、モダリティとして、Ｘ線ＣＴ（Computed Tom
ography）装置、ＭＲＩ（Magnetic Resonance Imaging）装置（磁気共鳴診断装置）、超
音波診断装置、核医学診断装置などがある。
【００２６】
　例えば、Ｘ線ＣＴ装置は、放射線などを利用して、物体を走査しコンピュータを用いて
処理する撮影装置である。また、ＭＲＩ装置は、磁場と電波を用いて被検体の体内等の画
像を撮影する装置である。また、超音波診断装置は、超音波を被検体に当てて、その反響
を映像化する画像診断装置である。また、核医学診断装置は、被検体に投入された特定の
病巣に集積する試薬を放射性同位体（ラジオアイソトープ：radioisotope）で標識し、そ
の試薬から放射されるγ線をシンチレーションカメラなどの検出器により検出して病巣を
含む人体の断層像を抽出する画像診断装置である。
【００２７】
　本実施形態では、いずれのモダリティであっても適用することができる。なお、本実施
形態の説明では、Ｘ線ＣＴ装置を使用した場合を想定し、説明することにする。
【００２８】
　本実施形態に係る医用画像撮影装置１００は、処理回路１０、入力回路２０、ディスプ
レイ（表示回路）３０、記憶回路４０、ネットワークインターフェース（回路）５０、内
部バス６０及び撮影部７０等を備えて構成されている。
【００２９】
　処理回路１０は、プログラムをメモリ（記憶回路４０）から読み出し、実行することに
より、各プログラムに対応する機能を実現するプロセッサである。換言すると、処理回路
１０（プロセッサ）は、各プログラムを読み出して、判定機能、条件設定機能および設定
変更機能を実現することができる。
【００３０】
　判定機能とは、被検体が遺体であるか否かを判定する機能のことである。
【００３１】
　条件設定機能とは、判定の結果に基づいて、被検体が遺体と判定された場合は、撮影に
用いる撮影条件を遺体用撮影条件に設定することを許可する（受け付ける）一方、被検体
が遺体ではないと判定された場合は、撮影条件を生体用撮影条件のみに設定することを許
可する（受け付ける）機能のことである。
【００３２】
　なお、遺体用撮影条件と生体用撮影条件は、それぞれの撮影条件が予め設定されている
ものとする。但し、遺体用撮影条件と生体用撮影条件は、医師や診療放射線技師等が任意
に変更することができる。
【００３３】
　設定変更機能とは、判定の結果に基づいて、被検体が遺体と判定された場合は、撮影条
件を設定する際の設定条件を遺体用設定条件に変更することを許可する（受け付ける）一
方、被検体が遺体ではないと判定された場合は、被検体が生体であると判定して、設定条
件を生体用設定条件のみに変更することを許可する（受け付ける）機能のことである。
【００３４】
　例えば、設定変更機能は、被検体が遺体であると判定された場合であって、撮影条件が
既に生体用設定条件に設定されていることが検出された場合は、遺体用設定条件に設定し
直すことを医師や診療放射線技師等に促す。一方、被検体が遺体ではないと判定された場
合であって、撮影条件が既に遺体用設定条件に設定されていることが検出された場合は、
操作ボタンのロック等による手段で遺体用設定条件での撮影を禁止するとともに、生体用
設定条件で設定し直すことを医師や診療放射線技師等に促す。
【００３５】
　また、設定変更機能は、遺体用設定条件と生体用設定条件とを自動的に切り替えるもの
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であってもよい。
【００３６】
　ここで、設定条件とは、医師や診療放射線技師等の操作者が撮影条件を手動で設定する
際の設定可能な範囲のこと等をいう。したがって、遺体用設定条件とは、操作者が遺体を
撮影する際に撮影条件を設定する設定可能な範囲のこと等をいい、一方、生体用設定条件
とは、操作者が生体を撮影する際に撮影条件を設定する設定可能な範囲のこと等をいう。
なお、設定条件は設定可能な範囲に限定されるものではなく、例えば、操作者に警告を出
す条件等を、設定条件に含めることができる。
【００３７】
　本実施形態では、設定変更機能は、処理回路１０の任意の構成要素であり、判定機能、
条件設定機能及び設定変更機能の構成要素を用いた実施形態は、第１の実施形態の変形例
として説明する。
【００３８】
　上記説明において用いた「プロセッサ」という文言は、例えば、専用又は汎用のＣＰＵ
（Central Processing Unit） arithmetic Circuit(Circuitry)、或いは、特定用途向け
集積回路（Application Specific Integrated Circuit：ＡＳＩＣ）、プログラマブル論
理デバイス（例えば、単純プログラマブル論理デバイス（Simple Programmable Logic De
vice：ＳＰＬＤ）、複合プログラマブル論理デバイス（Complex Programmable Logic Dev
ice：ＣＰＬＤ）、及びフィールドプログラマブルゲートアレイ（Field Programmable Ga
te Array：ＦＰＧＡ）等の回路を意味する。図１では、プロセッサ（処理回路１０）が１
つの場合を例示しているが、プロセッサの数は２以上であってもよい。
【００３９】
　プロセッサは、メモリに保存された、もしくはプロセッサの回路内に直接組み込まれた
プログラムを読み出し、実行することで各機能を実現する。プロセッサが複数設けられ場
合、プログラムを記憶するメモリは、プロセッサごとに個別に設けられるものであっても
構わないし、或いは、図１の記憶回路４０が各プロセッサの機能に対応するプログラムを
記憶するものであっても構わない。
【００４０】
　また、第１の実施形態における判定機能及び条件設定機能は、特許請求の範囲における
判定部及び撮影条件設定部にそれぞれ対応する。なお、第１の実施形態の変形例における
設定変更機能は、特許請求の範囲における設定条件変更部に対応する。
【００４１】
　入力回路２０は、操作者によって操作が可能なポインティングデバイスであり、操作に
従った入力信号が処理回路１０に送られる。なお、入力回路２０は、キーボードやマウス
などにより構成される。
【００４２】
　ディスプレイ３０は、図示しない画像合成回路、ＶＲＡＭ（Video Random Access Memo
ry）、及び表示パネル等を含んでいる。画像合成回路は、画像データに種々のパラメータ
の文字データ等を合成した合成データを生成する。ＶＲＡＭは、合成データをディスプレ
イに展開する。ディスプレイ３０は、液晶ディスプレイやＣＲＴ（Cathode Ray Tube）等
によって構成され画像を表示する。
【００４３】
　記憶回路４０は、ＲＯＭ（Read Only Memory）及びＲＡＭ（Random Access Memory）、
ＨＤＤ（Hard Disk Drive）等を含む記憶装置である。記憶回路４０は、ＩＰＬ（Initial
 Program Loading）、ＢＩＯＳ（Basic Input／Output System）及びデータを記憶したり
、処理回路１０のワークメモリとして使用されたり、または、データを一時的に記憶する
場合に用いられる。ＨＤＤは、医用画像処理装置１００にインストールされたプログラム
（アプリケーションプログラムの他、ＯＳ（Operating System）等も含まれる）やデータ
を記憶する記憶装置である。また、医師や診療放射線技師等の操作者に対するディスプレ
イ３０への情報の表示にグラフィックを多用し、基礎的な操作を入力回路２０によって行
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なうことができるＧＵＩ（Graphical User Interface）を、ＯＳに提供することもできる
。
【００４４】
　ネットワークインターフェース５０は、通信規格に応じた通信制御を行ない、例えば、
電話回線を通じて医用画像撮影装置１００をネットワーク６００に接続することができる
機能を有している。
【００４５】
　内部バス６０は、処理回路１０によって医用画像撮影装置１００が統括制御されるよう
に、各構成要素に接続されている。
【００４６】
　撮影部７０は、医師や診療放射線技師等の操作を受け付け、被検体の撮影を行う撮影機
能を有している。撮影部７０は、例えば、高電圧発生回路、Ｘ線源、Ｘ線検出器、回転部
および寝台などの一般的な構成を含むものとする。また、撮影部７０は、撮影した撮影画
像を、ネットワークインターフェース５０を介してワークステーション５００や外部の医
用画像処理装置（図示せず）に送信したり、記憶回路４０に保存したりする。
【００４７】
　マーカー検出器２００は、遺体を判別するための検出装置である。例えば、遺体に遺体
ＩＤカードが取り付けられており、その遺体ＩＤカードがバーコードを保持している場合
は、バーコードリーダーがマーカー検出器２００となる。また、遺体ＩＤカードが非接触
タグを保持している場合は、非接触タグリーダーがマーカー検出器２００となる。マーカ
ー検出器２００は、バーコードが有する識別情報や非接触タグが有するＲＦＩＤ（Radio 
Frequency Identification）のタグ情報を読み取り、その読み取った情報を医用画像撮影
装置１００の処理回路１０に送信する。
【００４８】
　マーカー２５０は、バーコードやＲＦタグ等を保持する遺体ＩＤカードである。遺体は
、マーカー２５０としての遺体ＩＤカードが取り付けられるようになっており、その遺体
ＩＤカードが保持する識別情報やタグ情報をマーカー検出器２００が読み取ることにより
、被検体が遺体か生体かが判定される。
【００４９】
　ＩＤ発行装置３００は、例えば、病院に設けられ、警察等から撮影の依頼を受けた遺体
撮影を実行するために遺体に関連付けられたＩＤ（これを遺体ＩＤという。）を発行する
。また、ＩＤ発行装置３００は、発行された遺体ＩＤを、遺体を識別する識別番号として
、バーコードの識別番号またはタグ情報として遺体ＩＤカードに登録する。なお、以下、
バーコードの識別番号や非接触タグが有するタグ情報を区別する必要がないときは、総称
して遺体識別番号という。
【００５０】
　警察端末４００は、遺体の撮影依頼を行う端末であって、例えば、警察署または緊急車
両等から医用画像撮影装置１００に撮影依頼を実行する機能を有している。なお、警察端
末４００は、警察署、警察病院、消防署、またはパトカーや救急車を含む緊急車両等に設
けられるものとする。
【００５１】
　ワークステーション５００は、医用画像撮影装置１００によって遺体の撮影が実行され
た撮影画像を、ネットワーク６００を介して取得する。また、ワークステーション５００
は、例えば、警察端末４００が設けられている場所と同一の場所に設けられる。警察端末
４００が設けられている場所と同一の場所にワークステーション５００が設けられた場合
、例えば、警察医は取得した撮影画像を読影することができるので、ワークステーション
５００は、警察端末４００と撮影依頼や撮影画像を共有し、遺体用電子カルテとして管理
することができる。
【００５２】
　ネットワーク６００は、撮影条件選択システム７００に接続されている各端末や装置を
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、相互に接続するためのネットワークである。
【００５３】
（遺体カルテ作成処理）
　次に、本実施形態に係る医用画像撮影装置１００を備える撮影条件選択システム７００
の概略動作の一例について説明する。
【００５４】
　図２は、撮影条件選択システム７００の全体的な概略動作を示したシーケンス図である
。図２において、Ｓに数字を付した符号は、シーケンス図の各ステップを示している。
【００５５】
　まず、ある警察医が、警察署、路上または緊急車両等において、遺体に遭遇した場合を
想定する。この場合、警察医は、遺体の死因を確認するため、警察署長の指示の元、遺体
の撮影を行う指示を出す。例えば、警察医は、警察端末４００を用いて医用画像撮影装置
１００に、遺体の撮影依頼を送信する（ステップＳ００１）。なお、遺体は、医用画像撮
影装置１００を備える病院に送られる。
【００５６】
　医用画像撮影装置１００を備える病院では、警察から撮影依頼を受けた遺体撮影を実行
するため、ＩＤ発行装置３００によって遺体に関連付けられた遺体ＩＤが発行される。ま
た、遺体ＩＤは、遺体を識別する遺体識別番号として遺体ＩＤカードに登録される。遺体
ＩＤカードは、マーカー２５０として遺体に付されるようになっており、マーカー２５０
の遺体識別番号は、マーカー検出器２００によって読み取られ、処理回路１０において、
読み取られた識別情報が遺体と判定された場合には、遺体用撮影条件による撮影が許可さ
れ、実行される（ステップＳ００３）。
【００５７】
　なお、処理回路１０は、マーカー２５０の遺体識別番号に基づいて遺体であると判定す
ることに替えて、マーカー２５０の有無により被検体が遺体か生体を判定してもよく、遺
体にマーカー２５０が付されていた場合に、その被検体を遺体と判定してもよい。また、
マーカー２５０に登録されていた遺体識別番号が、ＩＤ発行装置３００によって発行され
た遺体識別番号であった場合に、処理回路１０は、その被検体を遺体と判定してもよい。
【００５８】
　その後、医用画像撮影装置１００を備える病院は、遺体の撮影が終了すると、撮影した
遺体の撮影画像を、ネットワーク６００を介して、ワークステーション５００に送付する
（ステップＳ００５）。
【００５９】
　ワークステーション５００は、医用画像撮影装置１００から撮影画像を取得する。撮影
画像は、警察医や読影医によって読影され、警察医等が遺体の撮影画像と遺体識別番号等
を関連付けて電子カルテや遺体検案書等を作成すると（ステップＳ００７）、遺体カルテ
作成処理を終了する。
【００６０】
　ここでは、例示として、ワークステーション５００が警察署に備えられている場合を説
明したが、これに限定されるものではない。例えば、ワークステーション５００が病院に
備えられており、病院の読影医等が読影を行い、遺体の撮影画像と遺体識別番号等を関連
付けて、電子カルテや遺体検案書等を作成するようにしてもよい。
【００６１】
（撮影条件自動判定処理）
　次に、まず、本実施形態に係る医用画像撮影装置１００が被検体の撮影条件を自動的に
設定し、被検体を撮影する撮影条件自動判定処理の動作について、説明する。
【００６２】
　図３は、本実施形態に係る医用画像撮影装置１００が、被検体の撮影条件を自動的に設
定し、被検体を撮影する撮影条件自動判定処理を示したフローチャートである。図３にお
いて、Ｓに数字を付した符号は、フローチャートの各ステップを示している。
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【００６３】
　処理回路１０は、記憶回路４０から判定機能及び条件設定機能に対応する所定のプログ
ラムを読み出して実行することにより、判定機能及び条件設定機能に対応する、図３のフ
ローチャートにおける各ステップの処理を実行する。
【００６４】
　まず、遺体を撮影する前の前準備として、遺体は汚染防護シートや遺体収納袋に収納さ
れる。また、ＩＤ発行装置３００によって遺体識別番号としての遺体ＩＤが発行され、そ
の遺体ＩＤが遺体ＩＤカードに登録され、汚染防護シートや遺体収納袋にその遺体ＩＤカ
ードがマーカー２５０として貼付される。また、医用画像撮影装置１００は、警察端末４
００から遺体の撮影指示を受け付けて、撮影の前準備がなされる（ステップＳ１０１）。
【００６５】
　次に、汚染防護シートや遺体収納袋に貼付されたマーカー２５０は、マーカー検出器２
００によって遺体識別情報が読み取られ、処理回路１０は、そのマーカー２５０の遺体識
別情報により、被検体が遺体であるか否かを判定する（ステップＳ１０３）。
【００６６】
　ここで、処理回路１０は、汚染防護シートや遺体収納袋にマーカー２５０が貼付されて
いれば被検体を遺体と判定してもよく、また、マーカー２５０の遺体識別情報をマーカー
検出器２００が読み取って、その遺体識別情報がＩＤ発行装置３００によって発行された
ものであるときに、被検体が遺体であると判定するようにしてもよい。
【００６７】
　処理回路１０は、マーカー２５０の遺体識別情報の判定の結果に基づいて、汚染防護シ
ートや遺体収納袋に収納された被検体を遺体と判定した場合は（ステップＳ１０３のＹＥ
Ｓ）、ディスプレイ３０に、遺体用撮影を行う旨の警告を表示する（ステップＳ１０５）
。
【００６８】
　処理回路１０は、その被検体（遺体）の撮影に対して、撮影条件を自動的に遺体用撮影
条件に設定するようになっており、例えば、生体用撮影条件において設定される通常の線
量よりも、高い線量の設定を行う（ステップＳ１０７）。なお、高い線量の設定は、所定
の高い線量が、予め遺体用撮影条件に設定されているものとする。
【００６９】
　一方、汚染防護シートにマーカー２５０が貼付されていない場合や、マーカー２５０の
遺体識別情報を読み取って、その遺体識別情報がＩＤ発行装置３００によって発行された
ものでない場合は、処理回路１０は、被検体は遺体ではないと判定し、その被検体は生体
であると判定する。
【００７０】
　すなわち、被検体が遺体ではないと判定された場合には（ステップＳ１０３のＮＯ）、
処理回路１０は、その被検体は生体であると判定し、撮影条件を自動的に生体用撮影条件
に設定する（ステップＳ１０９）。
【００７１】
　このように、処理回路１０は、被検体を遺体と判定した場合には、条件設定機能により
撮影条件を自動的に遺体用撮影条件に設定し、生体用撮影条件の値よりも被検体に与える
影響が大きい値を自動的に設定する。一方、処理回路１０は、被検体が遺体ではないと判
定した場合には、被検体を生体と判定し、撮影条件を自動的に生体用撮影条件に設定する
。
【００７２】
　図４は、本実施形態に係る医用画像撮影装置１００の処理回路１０が、条件設定機能に
より、撮影条件を遺体用撮影条件に設定する場合と、撮影条件を生体用撮影条件に設定す
る場合のそれぞれの状態を例示した説明図である。
【００７３】
　図４に示すように、処理回路１０は、被検体を遺体と判定した場合には、撮影条件を、
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遺体用撮影条件を示す条件Ｐに設定する。一方、処理回路１０は、被検体を生体と判定し
た場合には、撮影条件を、生体用撮影条件を示す条件Ｑに設定する。
【００７４】
　図４では、撮影条件として線量を設定する例を示しており、処理回路１０が被検体を遺
体と判定した場合は、生体用撮影条件が示す条件Ｑよりも高線量の値（所定の高い線量）
を示す条件Ｐを設定し、一方、処理回路１０が被検体を生体と判定した場合には、生体用
撮影条件を示す条件Ｑを設定する。
【００７５】
　次に、撮影部７０は、処理回路１０が設定した撮影条件に従って被検体の撮影を行い（
ステップＳ１１１）、遺体用撮影条件で遺体の撮影を実行した場合には、その撮影画像を
警察医または病院に備えられたワークステーション５００に送付する（ステップＳ１１３
）。
【００７６】
　また、撮影部７０は、生体用撮影条件で生体の撮影を実行した場合は、その撮影画像を
、医用画像撮影装置１００を有する病院の通常の医用画像処理装置等（図示せず）に送付
して、撮影条件判定処理を終了する。
【００７７】
　なお、撮影部７０は、生体用撮影条件で生体の撮影を実行した場合は、その撮影画像を
記憶回路４０のＨＤＤに記憶するようにしてもよい。
【００７８】
　以上説明したように、本実施形態に係る医用画像撮影装置１００では、処理回路１０が
、マーカー２５０の有無や、マーカー検出器２００によって検出したマーカー２５０の遺
体識別情報により、その被検体が遺体であるか否かを判定する。そして、処理回路１０は
、その判定の結果に基づいて、被検体が遺体と判定された場合は、その被検体の撮影に対
し遺体用撮影条件の設定を行う一方、被検体が遺体ではないと判定された場合は、その被
検体の撮影に対し生体用撮影条件の設定を行う。
【００７９】
　本実施形態によれば、医用画像撮影装置１００の処理回路１０が、被検体が生体の場合
、すなわち患者の場合には、撮影条件を自動的に生体用撮影条件に設定するようになって
いるため、患者と遺体の取り違えによって、患者に対し遺体用撮影条件が設定されること
を防止することができる。
【００８０】
　（変形例）
　第１の実施形態では、変形例として、さらに設定変更機能を適用するようにしてもよい
。設定変更機能は、前述したように、処理回路１０の判定の結果に基づいて、被検体が遺
体と判定された場合には、撮影条件を設定する際の設定条件を遺体用設定条件に変更する
ことを許可する（受け付ける）一方、被検体が遺体ではないと判定された場合には、被検
体が生体であると判定し、設定条件を生体用設定条件のみに変更することを許可する（受
け付ける）機能のことである。
【００８１】
　変形例では、遺体用撮影条件と生体用撮影条件を手動で設定することができるようにな
っており、医師や診療放射線技師等の操作者が撮影条件を手動で設定する際の設定可能な
範囲等を、遺体か否かで切り替えるようになっている。
【００８２】
　図５は、本実施形態に係る医用画像撮影装置１００の処理回路１０が、遺体か生体かに
よって、遺体用設定条件と生体用設定条件のそれぞれの設定可能な範囲を例示した説明図
である。
【００８３】
　図５に示すように、処理回路１０は、被検体を遺体と判定した場合は、遺体用撮影条件
Ｐを設定する遺体用設定条件ＲＤを設定して、遺体用撮影条件Ｐとして設定可能な範囲を
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設定する。一方、処理回路１０は、被検体を生体と判定した場合は、生体用撮影条件Ｑを
設定する生体用設定条件ＲＩを設定し、生体用撮影条件Ｑとして設定可能な範囲を設定す
る。
【００８４】
　図５では、処理回路１０は、遺体か生体かにより遺体用設定条件ＲＤと生体用設定条件
ＲＩのそれぞれ設定可能な範囲を切り替え、それぞれ設定可能な範囲の設定を受け付ける
（許可する）ようになっている。例えば、遺体用設定条件ＲＤにおける線量の設定は、生
体用撮影条件Ｑの値の１．７倍から２．３倍を設定可能範囲とし、一方、生体用設定条件
ＲＩにおける線量の設定は、生体用撮影条件Ｑの値の０．７倍から１．３倍を設定可能範
囲とすることができる。
【００８５】
　また、遺体用設定条件ＲＤと生体用設定条件ＲＩは、設定条件が設定可能な範囲に限定
されるものではなく、例えば、操作者に警告を出す条件等を、設定条件に含めるようにし
てもよい。一例として、処理回路１０は、設定可能な範囲以外の設定は受け付けることが
できないように設定することができ、設定可能な範囲以外の設定が入力された場合には、
警告表示や音声による警告アナウンス等の警告を出力する。
【００８６】
　第１の実施形態の変形例の場合、遺体用設定条件と生体用設定条件とをそれぞれ手動で
設定することができ、また、設定可能な範囲以外の設定は受け付けることができないよう
に設定することができるため、患者と遺体の取り違えによって、患者に対し遺体用撮影条
件が設定されることを防止することができる。
【００８７】
　以上説明したように、第１の実施形態では、マーカー２５０としての遺体ＩＤカードに
遺体識別番号を登録した場合について説明したが、第１の実施形態は、これに限定される
ものではない。例えば、マーカー２５０として、遺体を包む汚染防護シートや遺体収納袋
の色を用いて、その色により被検体が遺体か生体かを判定するようにしてもよい。
【００８８】
　汚染防護シートや遺体収納袋の色をマーカー２５０として使用する場合、マーカー検出
器２００は、色センサーを有する光学カメラにより構成され、マーカー２５０としての汚
染防護シートの色により被検体が遺体か否かを判定する。汚染保護シートや遺体収納袋の
色は、例えば、濃い灰色や茶色など、予め判定する色を、例えば、ＲＧＢ、ＣＭＹＫ値、
マンセル値等で設定しておくことにより、遺体か否かを判定することができる。
【００８９】
（第２の実施形態）
　第１の実施形態では、マーカー２５０としての遺体ＩＤカードに遺体識別情報を登録し
、「物」であるマーカー２５０により、被検体が遺体か否かを判定していた。これに対し
、第２の実施形態では、マーカー２５０として「生体情報」を使用して、被検体が遺体か
否かを判定する。なお、マーカー２５０として生体情報を使用する場合でも、第１の実施
形態と同様の構成によって、被検体が遺体であるか否かを判断することができる。
【００９０】
　例えば、被検体として患者を撮影する場合、その患者において生命活動が行われている
場合には、生体用撮影条件のみを受け付けるように設定し、例えば、遺体用撮影条件が設
定されていた場合には、警告を表示することができる。
【００９１】
　より具体的には、マーカー２５０として被検体の胸部の透視画像上における動き検出を
設定し、医師や診療放射線技師等は、Ｘ線ＣＴ装置の機能（医用画像撮影装置１００の撮
影機能）により胸部の透視を行い、マーカー検出器２００は、透視画像上における動きを
検出するための動き検出器で構成する。
【００９２】
　透視画像における動きを検出する場合、医師や診療放射線技師等は、医用画像撮影装置
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１００を用いて放射線被曝の影響の少ない低線量で透視画像の撮影を行う。そして、マー
カー検出器２００は、動き検出器の機能として、透視画像の複数の時相に対応するそれぞ
れの静止画に対するサブトラクションを実行する。例えば、透視画像撮影開始後の任意の
異なった時刻に複数枚の胸部の静止画を撮り、それぞれに対するサブトラクションを実行
することが考えられる。
【００９３】
　また、図３のステップＳ１０３の遺体であるか否かの判定は、複数枚の胸部の静止画に
“全く相違がない”か“十分に胸部に動きがない”と判定する場合は、肺や心臓に動きが
ないと判定し、医師や診療放射線技師等に報知する。この場合、医師や診療放射線技師等
が遺体であることを確認した上で、その被検体は遺体であると断定することができる。な
お、動きがないと判定する際は、適宜上、判定の基となる閾値を設け、その閾値によって
静止画の動きの有無を判定するようにしてもよい。
【００９４】
　これにより、例えば、遺体用撮影条件が事前に設定されていた場合でも、被検体の撮影
前に遺体であるか否かの判定が行われるため、誤って患者に遺体用撮影条件が設定される
ことを防止することができる。また、事前に遺体用撮影条件が設定されていた場合には、
医用画像撮影装置１００は、常に警告を表示するようにしてもよい。
【００９５】
　なお、第２の実施形態は、これに限定されるものではなく、「生体情報」として生体の
機能に依存するものに変更することができる。例えば、被検体が呼吸した場合の二酸化炭
素濃度の変化量によって、被検体が遺体か患者かを判定するようにしてもよい。この場合
は、マーカー検出器２００は、二酸化炭素濃度の変化量を検出する検出センサーを用いる
ことにより、実現することができる。
【００９６】
　なお、二酸化炭素濃度の変化量を検出する検出センサーを使用する場合、二酸化炭素濃
度の変化量が定期的に変化している場合は、自動的に生体と判定するようにしてもよい。
一方、一定時間二酸化炭素濃度の変化がなく、かつ医師や診療放射線技師等による確認処
理（呼吸の有無の確認処理）を受け付けた場合のみ生命活動が行われていないと断定し、
遺体用撮影条件の設定を受け付けるようにすることもできる。
【００９７】
　同様に、マーカー２５０として、被検体の心音の有無により、被検体が遺体か患者かを
判断するようにしてもよい。この場合は、被検体の胸部の辺りに心音計を設け、心音計に
よる心音または心音図によって、被検体が遺体か患者かを判定する。この場合のマーカー
検出器２００は、心音計または心音図を用いることにより、実現することができる。
【００９８】
　同様に、マーカー２５０として、被検体の呼吸音の有無により、被検体が遺体か患者か
を判断するようにしてもよい。この場合は、被検体の胸部の辺りに集音計を設け、集音計
による音の有無によって、被検体が遺体か患者かを判定する。この場合のマーカー検出器
２００は、集音計を用いることにより、実現することができる。
【００９９】
　さらに、上述した第１の実施形態及び第２の実施形態において、処理回路１０は、遺体
を撮影する際、通常の操作とは異なる操作画面、すなわち、生命活動が行われている場合
に設定する操作画面とは異なる操作画面により、遺体用撮影条件の設定を行うようにして
もよい。
【０１００】
　図６は、本実施形態に係る医用画像撮影装置１００のディスプレイ３０に表示される、
遺体用撮影条件を設定する際のコンソール画面である。
【０１０１】
　図６に示すように、本実施形態に係る医用画像撮影装置１００のディスプレイ３０には
、Ａｉ専用コンソールである旨が表示されており、遺体でなければ、Ａｉ専用撮影モード
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【０１０２】
　なお、ディスプレイ３０に表示されたＡｉ専用コンソールには、表示される画面に遺体
専用である旨の表示をはじめ、音声や警告灯などで注意喚起するようにしてもよい。
【０１０３】
　本発明のいくつかの実施形態を説明したが、これらの実施形態は、例として提示したも
のであり、発明の範囲を限定することは意図していない。これら実施形態は、その他の様
々な形態で実施されることが可能であり、発明の要旨を逸脱しない範囲で、種々の省略、
置き換え、変更を行うことができる。これら実施形態やその変形は、発明の範囲や要旨に
含まれると同様に、特許請求の範囲に記載された発明とその均等の範囲に含まれるもので
ある。
【０１０４】
　また、本発明の実施形態では、フローチャートの各ステップは、記載された順序に沿っ
て時系列的に行われる処理の例を示したが、必ずしも時系列的に処理されなくとも、並列
的あるいは個別実行される処理をも含むものである。
【符号の説明】
【０１０５】
１０　処理回路
２０　入力回路
３０　ディスプレイ
４０　記憶回路
５０　ネットワークインターフェース
６０　内部バス
７０　撮影用処理回路
１００　医用画像撮影装置
２００　マーカー検出器
３００　ＩＤ発行装置
４００　警察端末
５００　ワークステーション
６００　ネットワーク
７００　撮影条件選択システム
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